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一般演題1

O-1-5 気管挿管実技実習におけるARグラス教材の有用性の検討

吉村 優希、池田 真二、伊藤 奈々、肥合 康弘、吉田 朋美

帝京大学 福岡医療技術学部

【目的】今般、教育分野においてもXR(Extended Reality)技術の活用が広がり、学習支援や
XR技術活用は、学修者の主体的な学びを実現し、「高い学習効果」をもたらすと考える。
本研究では救急救命士養成課程での気管挿管実技実習を、紙媒体を用いた従来型手法
（以下紙）とARグラスを用いたXR型手法（以下AR）とで行い、両教材の学修効果の比較
検討を行った。

【対象・方法】帝京大学福岡医療技術学部救急救命士コース１年生で研究参加同意を得
た12名をグループA、Bに分け順番を入替え、紙とAR（EPSON Smart Glasses MOVERIO BT-
300）教材にて実習を行い、総合評価、小テスト、アンケート調査を比較検討し、その関
連性について考察した。本研究は、福岡医療技術学部研究倫理委員会の承認を得て実施
している(帝福倫23-08)。

【結果】ARの利点は「音声で指示されるので確認の必要がない」、「目線を逸らさずに
操作ができる」、「角度を合わせる手技が正確にできる」、欠点は「写真や画像が拡大
出来ず、見づらい」、「手間がかかる」が挙げられた。紙の利点は「自分のペースで行
える」、「手順が細かく書いてある」、「次に何をするかを確認しやすい」、欠点は
「効率が悪い」「手順を飛ばしてしまう」が挙げられた。両手法実施後のアンケートに
おいて「実技しやすかった手法」に9/12例がAR、3/12例が紙を選んだが、「自己学習で使
いたい手法」では7/12例がAR、5/12例が紙を選び、「自己学習」では紙を選ぶ回答が微増
し、理由は「シンプルでよい」「家に持ち帰る事ができる」であった。

【結論】学習支援教材としてARの利点は多いが、使用環境に制限があり、自分のペース
で実施出来ないこと、煩雑な操作性を指摘する等の回答があった。今後は操作の簡便化、
軽量化、画質の向上等、自己学習に繋がる教材としてARの利点を発展させ、実技実習の
学習支援ツールとして有用なXR技術教材の開発を目指したい。
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